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ごみごみのの話話
羅臼町羅臼町のの

　
町
で
は
皆
さ
ん
に
13
種
類
の
ご
み
の
分
別
に
ご

協
力
頂
き
な
が
ら
、
ご
み
の
収
集
と
処
理
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

羅
臼
町
独
自
で
処
理
で
き
る
ご
み
は
「
生
ご

み
」
の
み
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
ご
み
の

処
理
は
、
標
津
町
・
中
標
津
町
・
別
海
町
と
各
町

の
負
担
金
に
よ
り
「
根
室
北
部
廃
棄
物
処
理
広
域

連
合
」
や
「
根
室
北
部
衛
生
組
合
」
を
組
織
し
、

町
外
の
施
設
へ
運
搬
の
上
、
共
同
処
理
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
に
町
内
で
排
出
さ
れ
た
ご
み
の
量

は
図
の
通
り
と
な
っ
て
お
り
、
ご
み
の
種
類
ご
と

に
処
理
施
設
に
搬
送
し
て
焼
却
・
埋
め
立
て
・
堆

肥
化
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
の
ご
み
処
理
に
掛
か
っ

た
経
費
は
総
額
約
３
億
円
と
な
っ
て
お

り
、
羅
臼
町
の
歳
出
の
約
６
％
を
占
め

て
い
ま
す
。

　
ご
み
処
理
費
用
の
軽
減
の
た
め
に
私

た
ち
が
ま
ず
出
来
る
こ
と
は
「
し
っ
か

り
分
別
を
し
て
、
ご
み
の
量
を
減
ら

す
」
こ
と
で
す
。

　

ご
家
庭
で
「
紙
」
や
「
プ
ラ
」
の

マ
ー
ク
が
付
い
て
い
る
ご
み
を
つ
い
つ

い
「
燃
や
せ
る
ご
み
」（
ピ
ン
ク
色
）

の
袋
に
入
れ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
ら
の
マ
ー
ク
が
付
い
て
い
る
ご
み

の
袋
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
こ
と
か

ら
燃
や
せ
る
ご
み
の
ご
み
袋
よ
り
価
格

が
安
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
み
を

分
別
す
る
こ
と
で
処
理
費
用
が
軽
減
さ

れ
る
だ
け
で
な
く
、
ご
み
袋
代
も
軽
減

さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
排
出
さ
れ
た
ご
み
の
う
ち
、

資
源
と
し
て
価
値
の
あ
る
物
（
新
聞
や

雑
誌
、
ア
ル
ミ
缶
や
鉄
く
ず
等
）
を
売

却
し
て
ご
み
の
排
出
量
を
抑
え
る
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
は
約
１
，
３
５
０
万
円

分
の
売
却
益
が
あ
り
、
ご
み
処
理
費
用

の
軽
減
に
繋
げ
て
い
ま
す
。

ご
み
処
理
に
は

ご
み
処
理
に
は

お
金
が
か
か
り
ま
す

お
金
が
か
か
り
ま
す

ご
み
の
行
方
は
…

ご
み
の
行
方
は
…

【図】平成30年度　羅臼町の一般廃棄物の行方と排出量
生 ご み 堆肥利用組合

（峯浜町） 生ゴミ 499

燃やせるごみ 広域ごみ処理施設
（別海町） 燃やせるゴミ 883

プラスチック

リサイクルセンター
（中標津町）

プラスチック 25 31

紙製容器包装紙  17 40
紙製容器包装紙

ペットボトル 30 16

ペットボトル・白色トレー 白色トレー 1 　合　計 160

ビン・缶 鉄くず回収業者 アルミ缶 24 スチール缶 31 二級金属 479 　合　計 534

燃やせないごみ
最終処分場
（標津町）

燃やせないゴミ 124

粗大ごみ

危険ごみ 危険ゴミ専門処理業者
（北見市） 電池 3 蛍光管 1 　合　計 4

古 紙 類
古紙回収業者

新聞紙 82 雑誌 78

紙パック 段ボール 161 紙パック 2 　合　計 323

廃 食 油 専門処理業者
（中札内村） 廃食油 1

年間総排出量：2,529ｔ衣　　類 衣類回収業者
（鷹栖町） 衣類 1

※単位は（トン）です。

二級金属
小型家電
鉄くず
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ご
み
の
不
法
投
棄
や
ポ
イ
捨
て
は
紛
れ
も
な
く
犯
罪
で
す
。

　
ご
み
の
不
法
投
棄
や
ポ
イ
捨
て
は
紛
れ
も
な
く
犯
罪
で
す
。

　
み
だ
り
に
道
路
や
空
き
地
、
山
林
や
海
岸
に
ご
み
を
捨
て
る
行
為

　
み
だ
り
に
道
路
や
空
き
地
、
山
林
や
海
岸
に
ご
み
を
捨
て
る
行
為

は
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
禁
止
さ
れ

は
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
走
行
中
の
車
か
ら
空
き
缶
や
た
ば
こ
を
ポ
イ
捨
て
す
る
行

　
ま
た
、
走
行
中
の
車
か
ら
空
き
缶
や
た
ば
こ
を
ポ
イ
捨
て
す
る
行

為
も
道
路
交
通
法
違
反
と
な
り
ま
す
。

為
も
道
路
交
通
法
違
反
と
な
り
ま
す
。

　
町
で
は
不
法
投
棄
頻
発
地
へ
の
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
を
行
う
と
と

　
町
で
は
不
法
投
棄
頻
発
地
へ
の
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
を
行
う
と
と

も
に
、
警
察
署
、
海
上
保
安
署
、
羅
臼
漁
協
と
連
携
を
取
り
、
投
棄

も
に
、
警
察
署
、
海
上
保
安
署
、
羅
臼
漁
協
と
連
携
を
取
り
、
投
棄

者
の
特
定
、
刑
事
告
発
を
進
め
て
い
ま
す
の
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
も

者
の
特
定
、
刑
事
告
発
を
進
め
て
い
ま
す
の
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
も

不
法
投
棄
に
対
す
る
監
視
・
通
報
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

不
法
投
棄
に
対
す
る
監
視
・
通
報
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※＜参考＞　前年（H30）実績：17件／740㎏

ご質問、ご相談は、環境生活課担当まで　（☎８７－２１１５）ご質問、ご相談は、環境生活課担当まで　（☎８７－２１１５）

ごみの不法投棄やポイ捨てがごみの不法投棄やポイ捨てが
後を絶ちません後を絶ちません

生
ご
み
は
野
生
動
物
の

エ
サ
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　
昨
秋
、
１
頭
の
ヒ
グ
マ
が
町
の

話
題
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ヒ
グ
マ
は
、
町
民
が
海
岸

に
捨
て
た
生
ご
み
を
食
べ
る
た
め

に
何
度
も
出
没
し
ま
し
た
。
捕
獲

も
試
み
ま
し
た
が
、
捕
獲
に
は
至

ら
ず
、
２
週
間
近
く
が
経
ち
、

問
題
は
一
旦
収
束
し
ま
し
た
。

　
生
ご
み
を
捨
て
た
住
民
は
、

「
誰
に
も
迷
惑
か
け
な
い
か

ら
」、「
他
の
人
も
捨
て
て
い

る
か
ら
」
と
思
っ
て
捨
て
た

の
で
し
ょ
う
か
。

　
ヒ
グ
マ
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
人
為
的
廃
棄
物
に
よ

り
野
鳥
を
介
し
た
疫
病
が
蔓

延
す
る
可
能
性
も
否
定
で
き

ま
せ
ん
。

　

個
人
の
軽
率
な
行
動
が
、

住
民
は
も
ち
ろ
ん
、
多
く
の

野
生
動
物
に
悪
影
響
を
与
え

る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ヒ
グ
マ
は
賢
い
動
物
で
す
。

春
に
眠
り
か
ら
覚
め
る
と
、

昨
年
の
記
憶
か
ら
、
ま
た
民

家
周
辺
に
近
寄
っ
て
く
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　
世
界
に
誇
る
知
床
の
豊
か
な
自

然
を
次
世
代
へ
と
継
な
ぐ
た
め
、

今
、
我
々
の
分
別
あ
る
行
動
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

町
民
の
捨
て
た
生
ご
み
を
浜
辺
で
奪
い
合
う

カ
ラ
ス
と
ヒ
グ
マ

回収月日 投 棄 場 所 投棄物 重量

４月22日 岬町（海岸） 暖房機器 12㎏

４月24日 八木浜町（山中） 粗大ごみ 9㎏

４月25日 緑町（河川敷） テレビ他 8㎏

５月９日 幌萌町（町有地） 生活ごみ 50㎏

５月26日 北浜（海岸） テレビ他 180㎏

９月９日 幌萌町（旧国道） 冷蔵庫他 30㎏

10月25日 八木浜町（山中） 粗大ごみ 310㎏

11月11日 栄町（河川敷） 生活ごみ 6㎏

合　　　　計 ８件 605㎏
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28人中22人28人中22人
むし歯がむし歯が

ありませんでした。ありませんでした。
＊掲載にあたっては、３歳児健診時に確認させていただいた内容です。
＊�令和元年度歯科表彰対象者は、平成28年１月18日生れ～平成29年１月17日生れです。た
だし、歯科健診を受けていない方は対象となっておりません。

むし歯むし歯ののな
い子ない子をを発表します発表します

　
令
和
元
年
度
に
行
わ
れ
た
３
歳
児
健
診
で
、
上
記
の

お
子
さ
ん
に
む
し
歯
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
子
さ

ん
の
歯
の
お
手
入
れ
を
頑
張
っ
た
方
の
お
名
前
を
合
わ

せ
て
表
彰
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

①
本
人
の
歯
磨
き　
＋　
保
護
者
の
仕
上
げ
磨
き

②
お
や
つ
タ
イ
ム
は
時
間
、
量
を
決
め
て

③
フ
ッ
素
は
定
期
的
に

　
今
後
も
こ
の
３
つ
を
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　　
歯
ブ
ラ
シ
で
落
と
し
に
く
い
溝
の
中
は
、
む
し
歯
に

な
る
前
に
埋
め
て
し
ま
う
「
シ
ー
ラ
ン
ト
」
治
療
が
あ

り
ま
す
。
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
院
に
相
談
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

シーラント治療

シーラント

奥歯は
溝が複雑

溝を埋めて
虫歯予防

住　所 対象者氏名 お子さんの
歯みがきを頑張った方 住　所 対象者氏名 お子さんの

歯みがきを頑張った方

峯 浜 町 荒
アラ
井
イ
　広
ヒロ
樹
キ
くん 浩司、とき子

礼 文 町 酒
サカ
井
イ
　美

ミ
玲
レイ
ちゃん 愛鈴

麻 布 町
朝
アサ
倉
クラ
　碧
アオ
音
ト
くん 絵里 嶋

シマ
　悠

ハ
琉
ル
乃
ノ
ちゃん 雄平、いずみ

朝
アサ
倉
クラ
　夏

カ
帆
ホ
ちゃん 大 緑　　町 川

カワ
内
ウチ
谷
ヤ
�音
ネ
色
イロ
ちゃん 晃

芦
アシ
崎
ザキ
　絢
ケン
人
ト
くん 純子 栄　　町 但

タダ
野
ノ
　久
ヒサ
志
シ
くん 貴志、由希子

八木浜町 藤
フジ
本
モト
　悠
ハル
世
セ
くん 芽久美

富士見町 中
ナカ
村
ムラ
　太
タイ
耀
ヨウ
くん 美和

知 昭 町

西
ニシ
村
ムラ
　茉

マ
優
ユ
ちゃん 順一、佳奈 向

ムカイ
　　聖

セ
梛
ナ
くん 真悠子

沼
ヌマ
﨑
ザキ
　　蓮

レン
くん かなえ 船 見 町 鈴

スズ
木
キ
　海
アマ
音
ネ
ちゃん 大輔、麻美

野
ノ
澤
ザワ
　凛
リン
香
カ
ちゃん 拓也、由希美 共 栄 町 石

イシ
村
ムラ
　陽

ヒ
咲
ナタ
ちゃん 涼太

晴
ハレ
山
ヤマ
　結

ユ
衣
イ
ちゃん 俊一、麻衣

海 岸 町
菊
キク
池
チ
　　樹

イツキ
くん あづさ

若
ワカ
山
ヤマ
　大

ヤマ ト
翔くん 篤 高

タカ
田
ダ
　星

ラ
來
ラ
ちゃん 大輝

渡
ワタ
邉
ナベ
　陽
ヨウ
太
タ
くん 美紀 竹

タケ
内
ウチ
　咲

コ
心
コ
ちゃん 奈美江

3歳児
の

3歳児
の
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汚
れ
を
落
と
す
に
は

汚
れ
を
落
と
す
に
は

替
え
る
目
安

替
え
る
目
安

電
動
歯
ブ
ラ
シ

電
動
歯
ブ
ラ
シ

　
歯
ブ
ラ
シ
の
交
換
の
目
安
と
し
て
は
、
１
か
月
に
１

回
。
そ
れ
よ
り
も
早
く
毛
先
が
開
い
て
し
ま
う
場
合
は
、

　
電
動
歯
ブ
ラ
シ
っ
て
ど
う
な
の
？
と
よ
く
聞
か
れ
ま

す
。

　
電
動
歯
ブ
ラ
シ
は
選
択
肢
の
１
つ

で
す
。
歯
ブ
ラ
シ
を
細
か
く
動
か
す

こ
と
が
難
し
い
、
長
く
は
磨
け
な
い

な
ど
、
電
動
歯
ブ
ラ
シ
の
方
が
し
っ

か
り
汚
れ
を
落
と
せ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　
た
だ
し
、
電
動
歯
ブ
ラ
シ
が
勝
手
に
磨
い
て
く
れ
る

訳
で
は
な
い
の
で
、
磨
く
ポ
イ
ン
ト
に
し
っ
か
り
当
て

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
重
さ
、
価
格
、

振
動
が
苦
手
な
方
も
い
る

の
で
、
自
分
に
合
っ
た
物

を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

　
毎
食
後
に
磨
く
こ
と
が

理
想
で
す
が
、
１
日
２
回
、

そ
の
う
ち
１
回
は
時
間
を

か
け
て
じ
っ
く
り
磨
く
こ

と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
む
し
歯
も
歯
周
病
も
、
原
因
は
口
の
中
の
細
菌
で
す
。

　
取
り
除
く
た
め
に
は
、
歯
ブ
ラ
シ
で
し
っ
か
り
掻
き

だ
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
歯
ブ
ラ
シ
売
り
場
に
は
、
た
く
さ
ん
の
歯
ブ
ラ
シ
が

並
ん
で
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
を
選
ぶ
と
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
？

・
毛
の
硬
さ　
ふ
つ
う

・
歯
ブ
ラ
シ
の
毛
の
形　
フ
ラ
ッ
ト
（
真
っ
す
ぐ
）

・
歯
ブ
ラ
シ
の
大
き
さ　
小
さ
め
（
毛
の
束
が
３
列
）

　
コ
ン
パ
ク
ト
な
歯
ブ
ラ
シ
は
、
奥
歯
や
裏
側
に
届
き

や
す
い
形
状
で
す
。
大
き
め
の
歯
ブ
ラ
シ
は
、
汚
れ
の

た
ま
り
や
す
い
「
く
ぼ
み
」
や
「
奥
、
裏
側
」
に
届
き

に
く
い
の
で
す
。

　

毛
の
硬
さ
は
や
わ
ら
か
い
と
汚
れ
が
取
れ
に
く
く
、

硬
い
と
歯
や
歯
ぐ
き
を
傷
つ
け
て
し
ま
い
ま
す
。
歯
ぐ

き
の
腫
れ
が
あ
り
、
痛
く
て
磨
け
な
い
時
は
「
や
わ
ら

か
め
」
を
使
い
、
腫
れ
が
引
い
た
ら
「
ふ
つ
う
」
の
歯

ブ
ラ
シ
に
し
ま
し
ょ
う
。

歯垢（プラーク）の除去率
100％

80％

60％

40％

20％

0％
新しい
歯ブラシ

少し毛が
開いた
歯ブラシ

毛がかなり
開いた
歯ブラシ

力
を
入
れ
す
ぎ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
強
く
ゴ
シ
ゴ
シ
磨
く
よ
り
も
、
力
は
入
れ
ず
に
細
か

く
歯
ブ
ラ
シ
を
動
か
す
方
が
汚
れ
を
落
と
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

３列

フラット毛

力を入れて磨いていたため、すり減ってしまった歯

　
歯
ブ
ラ
シ
の

毛
先
が
開
く
と
、

汚
れ
を
落
と
す

力
が
減
り
ま
す
。

せ
っ
か
く
磨
い

て
い
て
も
、
汚

れ
が
落
ち
て
い

な
い
こ
と
に
な

り
ま
す
。
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♪４月・５月♪４月・５月ののありんこ情報♪ありんこ情報♪
☆ありんこ広場（0歳～3歳対象）　☆すくすく広場（1歳未満対象・妊婦さんの見学可）　☆のびのび広場（2歳～3歳対象）☆ありんこ広場（0歳～3歳対象）　☆すくすく広場（1歳未満対象・妊婦さんの見学可）　☆のびのび広場（2歳～3歳対象）

＊５月10日㈰パパの日です。パパとお子さんと遊びに来てください。通常開放し自由参加です。
＊５月25日㈪保健師、歯科衛生士、栄養士が来て計測と相談を受けます。母子手帳を持参下さい。
＊�毎週火曜･水曜･木曜日の13時～16時30分まで一時預かりを行っています。事前にお申込み下さい。
＊お問い合わせ先：羅臼町子育て支援センター『ありんこ』℡88－1515

４月８日㈬�ありんこ広場　　　　４月10日㈮�すくすく広場　　　　４月13日㈪�ママの日
４月22日㈬�ありんこ広場　　　　４月24日㈮�のびのび広場
５月１日㈮�すくすく広場　　　　５月10日㈰�パパの日　　　　　　５月11日㈪�ママの日
５月13日㈬�ありんこ広場　　　　５月20日㈬�ありんこ広場　　　　５月22日㈮�のびのび広場
５月25日㈪�計測　　　　　　　　５月27日㈬�ありんこ広場

受動喫煙 受動喫煙 ～～室内やその他の場所で自分の意志に関係室内やその他の場所で自分の意志に関係
なく、他人のタバコの煙を吸わされることなく、他人のタバコの煙を吸わされること～～

ありんこは月～金
9:30 ～ 11:30 まで

火・水・木は午後も開放！

　望まない受動喫煙の防止を図る目的で成立した改正健康増進法！令和２年４月１日より、
飲食店や職場、事業所などでの原則屋内禁煙、20歳未満の方の喫煙エリアの立ち入り禁止等のルー
ルがスタートします。様々な施設で受動喫煙対策の標識を掲げることが義務づけられますので、今
後みなさんの目に触れる機会が増えることと思います。そこで、標識の一部をご紹介します。

　この法律は、「喫煙をする際の配慮義務」も掲げています。子どもや患者など配慮が必要な方の
いる場所等では特に喫煙を控えるなど、望まない受動喫煙を生じさせることがないよう周囲の状況
に配慮することがあげられます。この機会に、ご自身やご家族の「受動喫煙」を考えてみませんか？

羅臼町役場�保健福祉課　TEL�87-2161

ま
つ
ま
つ
は
お
互
い
の

は
お
互
い
の

★★		

★★

信
頼
関
係

信
頼
関
係

　
子
ど
も
が
や
ろ
う
と
し
て

い
る
こ
と
を
信
じ
て
見
守
る

こ
と
が
大
事
で
す
。
よ
ほ
ど

の
危
険
行
為
で
な
い
限
り
は

信
じ
て
待
っ
て
く
だ
さ
い
。

幼稚園年少組さんがスライムを作ってくれます。
幼稚園年少組さんがスライムを作ってくれます。その様子をじっと待つことのできるありんこさん達。

その様子をじっと待つことのできるありんこさん達。
この“まつ”がとても大切です。成長したありんこ

この“まつ”がとても大切です。成長したありんこ
さん達と喜んでもらおうと一生懸命な年少児達に互

さん達と喜んでもらおうと一生懸命な年少児達に互
いの信頼が築かれるのです。
いの信頼が築かれるのです。

その時には喫煙を
していなくても、
タバコを吸った屋
内のじゅうたんや
壁紙に付着・残留
したタバコ煙の成
分が、後に揮発・
浮遊しそれを吸入
すること。

タバコを吸っ
た 後、 最 低
45分は有害
物質が息から
出ています。

何に興味をもってい
何に興味をもっているのか…。るのか…。子どもの様子を見て
子どもの様子を見てください。ください。

２月末現在の特定健診受診率
対象数：1,362名　受診者数：302名　受診率：22.2％

＜禁煙場所＞ ＜施設入口に掲示＞＜施設内の喫煙室に掲示＞＜施設入口に掲示＞＜特定屋外喫煙場所＞

大手電器メーカー取扱説明書１
「タバコの有害物質（一酸化炭素など）は除去できません。」
大手電器メーカー取扱説明書２
「キャッチできる汚れ→タバコ（煙・ニオイ）※１」
※１�タバコの煙に含まれる有害物質（一酸化炭素など）は除去できません。
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～予約・お問合わせ～　知床らうす国保診療所　℡87-2116

～みんなで育む･みんなの診療所～～みんなで育む･みんなの診療所～

知床らうす国保診療所通信知床らうす国保診療所通信

　埼玉石心会病院より専攻医（後期研修医）が診療所で研修
されます。地域医療貢献に向け、木島所長指導のもと研修さ
れますので、町民の皆さまのご協力をよろしくお願いします。

※診療週の変更があることがあります。ご了承ください。
※所長外来は水曜日以外の平日になります。詳しくは、ＨＰもしくは外来でご確認お願いします。

後期研修医紹介５/ ７～後期研修医紹介５/ ７～

診療のお知らせ４/ １～診療のお知らせ４/ １～

～渡辺先生から一言～
　羅臼町のみなさま、この度診療所で半年間研修させて頂きます医
師５年目、総合診療科医の渡辺です。どうぞよろしくお願い申し上
げます。ここ数年観光で毎年知床を訪れておりシマフクロウの写真
を撮ったり、道の駅で黒ハモ丼や羅臼昆布の旨味に感動しました。
普段は埼玉県の石心会病院という救急医療ではテレビ取材のあるよ
うな病院で総合診療科医として勤務しております。縁があり研修の
話しを頂き、住んでみたい！！と勢いよく挙手して参りました。実
家は東京ですが親の転勤で北海道に住んだことがあり、釣りが好き
で大学は青森県の弘前大学で学び、青森県の右の下北半島、左の津
軽半島とそれぞれの先端の病院でも研修したことがあります。患者
さまに常に標準医療(ブレのないその病気の最善とされている治療)
を提供できるように心がけています。見かけた際にはお勧めスポッ
トなどぜひぜひご教示頂ければ幸いです。

　外来診療は予約患者様を優先させて頂いております。待ち時間緩和のた
め、事前にお電話のほどお願いします。また、時間外受診におかれまして
も、予約ではありませんが、同様となります。
＊電話予約可能時間帯：午前８時～午後５時

外来診療・時間外診療における事前電話のお願い

診療科 診療週 曜日 診察時間 診　　療　　医

内科・外科 毎週 午前８時30分～午後４時 所長・出張医

脳神経外科 第１週 月 午前８時30分～午後４時 大野記念病院�脳神経外科

循環器内科 第２又は３週 金 午前８時30分～午後４時 孝仁会�副院長

皮膚科 第２・４週 水 午前10時～午後３時30分 孝仁会�形成外科医

整形外科 第２・４週 金 午前10時30分～午後４時 整形外科�北新病院

訪問診療 第２・４週 火 所長
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２
月
15
日
（
土
）
春
松
小
学
校
を
会
場
に
、
高
校
生
か

ら
20
代
の
実
行
委
員
46
名
に
よ
る
「
う
る
と
ら
う
す
！

（
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ーerica

ラ
イ
ブ
）」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
10
月
に
開
催
さ
れ
た
高
校
生
の
１
日
議
会
に
お
い

て
“
高
校
生
主
体
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
い
”
と
い
う

思
い
、
そ
し
て
、
近
年
町
内
に
お
い
て
10
代
か
ら
20
代
向

け
の
芸
術
鑑
賞
事
業
が
開
催
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
踏
ま

え
、
実
行
委
員
自
ら
の
手
で
企
画
運
営
を
行
う
鑑
賞
事
業

が
計
画
さ
れ
、
こ
の
度
の
ラ
イ
ブ
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
ラ
イ
ブ
開
催
の
経
験
の
無
い
実
行
委
員
を

束
ね
、
取
り
組
ん
で
き
た
実

行
委
員
長
の
四
ツ
屋
楓
さ
ん

（
羅
臼
町
役
場
勤
務
）、
副
実

行
委
員
長
の
吉
田
遥
稀
さ
ん

（
羅
臼
高
校
２
年
生
）
に
感

想
を
伺
い
ま
し
た
。

46名の実行委員の心を一つに

吉田遥稀さん 四ツ屋楓さん

○�

そ
れ
ぞ
れ
委
員
長
、
副
委
員
長
に

な
っ
た
き
っ
か
け
は
。

［
吉　
田
］
ラ
イ
ブ
を
通
し
て
町
が
盛
り

上
が
っ
て
ほ
し
い
、
元
気
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、

ラ
イ
ブ
に
関
わ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
自
ら

役
に
つ
こ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

［
四
ツ
屋
］
吉
田
君
が
副
実
行
委
員
長
に

立
候
補
し
た
姿
を
見
て
、
自
分
も
格
好
良

く
活
動
し
た
い
と
思
い
、
立
候
補
し
ま
し

た
。○�46

名
と
い
う
大
人
数
の
実
行
委
員
会

組
織
と
な
り
ま
し
た
が
、
振
り
返
っ

て
い
か
が
で
し
た
か
。

［
四
ツ
屋
］
高
校
生
は
授
業
や
部
活
が
終

わ
っ
て
か
ら
、
社
会
人
は
仕
事
が
終
わ
っ

て
か
ら
と
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
実
行

委
員
会
を
開
催
す
る
た
め
、
１
回
の
会
議

が
勝
負
で
し
た
。
ま
た
、
大
人
数
だ
っ
た

の
で
、
1
人
で
も
多
く
の
思
い
を
カ
タ
チ

に
出
来
る
よ
う
取
り
組
み
ま
し
た
。

［
吉　
田
］
こ
ん
な
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
の

先
頭
に
立
つ
こ
と
も
こ
れ
ま
で
無
か
っ
た

で
す
し
、
ほ
ん
と
不
安
で
し
か
な
か
っ
た

で
す
が
、
ラ
イ
ブ
を
み
な
さ
ん
に
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
、
色
々
考
え
て
取
り
組

み
ま
し
た
。

○�
そ
の
よ
う
な
中
、
ラ
イ
ブ
当
日
を
迎

え
て
の
心
境
は
。

［
四
ツ
屋
］
来
場
さ
れ
た
み
な
さ
ん
、
と

も
に
活
動
し
て
き
た
実
行
委
員
が
ラ
イ
ブ

で
盛
り
上
が
り
、
楽
し
ん
で
い
る
姿
に

胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。“
こ
こ
ま
で
頑

張
っ
て
き
て
良
か
っ
た
。”
と
何
度
も
思

い
ま
し
た
。

［
吉　
田
］
ラ
イ
ブ
中
は
“
自
分
た
ち
が

作
っ
て
き
た
モ
ノ
が
今
、
目
の
前
で
行

わ
れ
て
い
る
ん
だ
！
”
と
思
い
ま
し
た
。

来
場
さ
れ
た
み
な
さ
ん
の
笑
顔
を
見
て

“
や
っ
て
良
か
っ
た
。”
と
思
い
ま
し
た
。

○
最
後
に
、
今
思
う
こ
と
は
。

［
四
ツ
屋
］
ラ
イ
ブ
開
催
ま
で
、
不
安

だ
っ
た
り
、
悔
し
か
っ
た
り
、
心
配
事
が

絶
え
な
い
日
が
多
く
、
と
て
も
大
変
で
し

た
が
、
最
後
ま
で
諦
め
ず
頑
張
っ
て
き
た

こ
と
で
達
成
感
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
ど
ん
な
時
も
楽
し
く
最
後
ま
で
い

い
顔
で
取
り
組
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
方
の
応
援
と
支
援
に
よ
り
成

功
し
た
「
う
る
と
ら
う
す
！
」。
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

［
吉　
田
］
本
番
前
に
円
陣
を
組
ん
だ
時
、

み
ん
な
が
一
つ
に
な
れ
た
気
が
し
て
“
成

功
さ
せ
る
ぞ
！
”“
や
る
ぞ
！
”
と
、
と

て
も
や
る
気
が
出
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

す
。
来
場
し
て
く
れ
た
み
な
さ
ん
、
協
力

し
て
く
れ
た
み
な
さ
ん
、
そ
し
て
実
行
委

員
の
み
な
さ
ん
に
“
感
謝
”
の
気
持
ち
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
本
事
業
は
令
和
２
年
度
も
継
続
開
催
さ

れ
る
予
定
で
す
の
で
、
引
き
続
き
実
行
委

員
に
な
り
た
い
方
、
と
も
に
実
行
委
員
と

し
て
活
動
し
て
み
た
い
方
、
お
待
ち
し
て

い
ま
す
！

（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
）

開
催
開
催
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22  

親
子
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

親
子
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

●
お
手
伝
い
の
習
慣
づ
け

　

�　
「
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
す
る
」

「
家
事
を
担
わ
せ
る
」
こ
と
は
、

責
任
感
や
自
立
心
、
自
分
が
役

立
っ
て
い
る
と
い
う
気
持
ち
（
自

己
有
用
感
）
を
育
て
る
上
で
大
切

な
こ
と
で
す
。
掃
除
の
お
手
伝
い
、

食
事
の
お
手
伝
い
、
後
片
付
け
な

ど
を
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

＊�

ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
「
知
床
羅
臼
町

キ
ッ
チ
ン
」
で
親
子
で
で
き
る

ヘ
ル
シ
ー
お
や
つ
の
作
り
方
が

見
ら
れ
ま
す
。

【
緒
む
す
び
標
語
№
９
】

　
小
さ
な
役
割　
お
手
伝
い　
自
立

の
準
備
を
少
し
ず
つ

33  

お
家
で
で
き
る
簡
単
運
動

お
家
で
で
き
る
簡
単
運
動

●�

肥
満
予
防
の
た
め
、

遊
び
な
が
ら
運
動
習

慣
づ
く
り

●
運
動
を
楽
し
く
続
け
る
ヒ
ケ
ツ

①
環
境
づ
く
り
は
テ
レ
ビ
を
消
し
て

②
子
ど
も
を
し
っ
か
り
見
守
ろ
う

③
急
が
せ
ず
、
少
し
ず
つ
マ
ス
タ
ー

④
押
し
つ
け
は
や
め
よ
う

⑤�

言
葉
か
け
「
す
ご
い
」「
で
き
た

ね
」
と
頑
張
り
を
ほ
め
よ
う

＊�

羅
臼
町
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

44  

お
家
で
学
ぼ
う
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
レ
ッ
ス
ン

お
家
で
学
ぼ
う
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
レ
ッ
ス
ン

　

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
サ
ム
先
生
が
、
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
に
登
場
！
教
育
委
員
会
が

作
成
し
、
グ
レ
ー
ド
別
に
レ
ッ
ス
ン

を
配
信
し
ま
し
た
。
２
日
間
で
急

き
ょ
３
本
の
動
画
を
撮
り
、
編
集
を

し
ま
し
た
。
サ
ム
先
生
が
書
い
た
シ

ナ
リ
オ
を
、
ぶ
っ
つ
け
本
番
で
職
員

が
演
じ
る
な
ど
、
笑
い
が
お
こ
る
ひ

と
幕
も
あ
り
ま
し
た
。

＊�

羅
臼
町
公
式
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
見
ら

れ
ま
す
。
ス
イ
ッ
チ
オ
フ
22
時
！

●
公
民
館
講
座
「
初
級
英
会
話
教
室
」

　

２
月
～
３
月
に
全
５
回
実
施
予
定

の
と
こ
ろ
、
残
念
な
が
ら
２
回
で
中

止
と
な
り
ま
し
た
。
好
評
の
た
め
状

況
を
見
て
、
新
年
度
に
再
度
実
施
す

る
予
定
で
す
。「
継
続
は
力
な
り
」。

楽
し
く
英
語
を
学
び
続
け
ま
し
ょ

う
！

【緒むすび標語　NO.1・2・3】

11  

図
書
の
活
用

図
書
の
活
用

●
予
約
・
リ
ク
エ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス

　
�　

宅
配
サ
ー
ビ
ス
は
３
０
０
冊
申

し
込
み
が
あ
り
好
評
に
て
終
了
！

今
後
も
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
受
付
が

で
き
ま
す
。
再
開
後
の
か
も
め
号

や
図
書
室
で
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

●
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム
の
活
用

　

�　

読
み
た
い
本
を
探
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

●
読
書
登
山
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

�　
１
ペ
ー
ジ
を
１
メ
ー
ト
ル
に
数

え
て
行
う
「
読
書
登
山
」
で
、
目

標
の
山
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
。

●「
家う

ち

読ど
く

」で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

�　
「
家う

ち

読ど
く

」
と
は
、
家
族
で
本
を

読
ん
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
、

家
族
の
絆
づ
く
り
を
す
る
こ
と
を

目
的
に
し
て
い
ま
す
。

＊�

参
考
サ
イ
ト
「
う
ち
ど
く
推
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
本
の
情
報
が

得
ら
れ
ま
す
。

【
緒
む
す
び
標
語
№
６
】

　
優
し
い
心
や
思
い
や
り　
読
み
聞

か
せ　
読
書
や
会
話
で
育
て
よ
う

家庭でできる４つの取り組み家庭でできる４つの取り組み
ライン（SNS）やゲームは　時間を決めて　ほどほどに
運動で　体力つけて　肥満予防
好きなものだけ食べないで　バランス栄養　健康な体づくり

　

町
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
２
月
27
日
か
ら
春
休
み
ま
で
休

園
・
休
校
と
し
ま
し
た
。
家
庭
で
長
期
間
過
ご
す
こ
と
に
な
っ
た
子
ど
も
達
の
心
の
不
安
や
ス

ト
レ
ス
を
和
ら
げ
る
た
め
、
羅
臼
町
教
育
委
員
会
は
、
様
々
な
企
画
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
て
３

月
２
日
か
ら
お
こ
も
り
上
手
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
期
間
の
み
な
ら
ず
、
家
庭

で
継
続
し
て
い
き
た
い
こ
と
ば
か
り
で
す
。
ぜ
ひ
、
今
後
も
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
初
級
英
会
話
教
室
】

ゲ
ー
ム
を
交
え
、
楽
し

く
会
話
を
学
ん
だ
教
室

【
職
員
手
作
り
の
動
画
】

シ
ナ
リ
オ
、
演
技
、
カ

メ
ラ
撮
影
、
編
集
作
業
、

ア
ッ
プ
ま
で

続けて
いこう

!!
続けて

いこう
!!

らら
うう
すす

「おこもり「おこもり上上手手プログラム」プログラム」
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融雪害とは

融雪による災害とその注意点は？

　融雪害とは言葉のとおり融雪により発生する災害を指します。しかし、一言に融雪による災害と
いっても様々な種類がありますので、多くのことに注意をしなければなりません。

〇屋根からの落雪について
　�　気温の上昇により、屋根に降り積もった雪が融け落下してくる危険があ
ります。歩いて外出する時などは、周囲の状況に気を配り、軒下などは避
けて歩くようにしましょう。また、屋根の雪下しをする際にも雪とともに
屋根から滑り落ちる可能性があるため注意しましょう。

〇雪崩について
　�　スキーや登山などで雪山に出かける時には、雪崩注意報などが発表され
ていないか注意しておきましょう。また、斜面に亀裂が入っていたり、こ
ぶし大の雪の塊が転がり落ちてきた場合などは、雪崩が発生する前兆の可
能性もありますので、確認した場合は速やかにその場から離れるようにし
ましょう。

〇土砂災害について
　�　大量の雪解け水が土中に染み込み、土砂崩れ等の土砂災害が発生しやす
くなっています。特に山間部や急傾斜地には注意しましょう。また、斜面
の亀裂や陥没が発生している場合は土砂崩れが発生する前兆の可能性もあ
りますので、確認した場合は速やかにその場から離れるようにしましょう。
　�　羅臼町では平成27年４月に幌萌町にて海岸の隆起が発生したことがあ
りますが、その現象も雪解け水による土砂崩れによって引き起こされたも
のです。

〇河川の増水について
　�　融雪によって、河川の水位が急激に上昇する恐れがあります。また、河
川によっては増水による洪水も発生することがあります。水位の上昇が確
認される場合には河川に近づかないようにするなど注意しましょう。

〇道路の冠水について
　�　気温の上昇や雨により市街地などの雪が融け始めます。春先は残ってい
る雪によって排水溝が塞がれていることが多く、行き場を失った雪解け水
が道路に溜まり、道路が冠水することがあるため車を運転する際には速度
を落とすなど注意しましょう。

もしも雪崩や土砂災害、河川の増水などの前兆が見られた場合には羅臼町役場までご連絡ください。
　羅臼町役場　総務課　防災担当

　本格的な冬も終わりを迎え、これから春が近づき温かくなりますが、その影響により融雪による
災害が発生する可能性があります。今回は、そのような「融雪害」についての説明や注意点につい
てご紹介いたします。

あしたへつながる防災知識あしたへつながる防災知識
『融雪期の災害にご注意を！』

第20弾
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娘は１歳になりました

　11月に都内で実施したイベント『つなぐ・つながる ‐ 知床羅臼‐』参加者を対象に関
係人口拡大に向けた羅臼ツアーを２月14日（金）～16日（日）の２泊３日で開催しました。（ツ
アー工程や旅のしおりは、下記ＱＲコードより確認ください。）
　参加者が特に心に残ったのは、『羅臼町民との出会い』、『初めての体験』です。「都会では
感じられない“人と人との触れ合いやその温かさ”を体感することで、心がほっこりし、とっ
ても癒される旅になった。」、「ウニ割体験・マイウニ丼づくりやスノーシュー、観光船から
の流氷・オオワシなど、どれも初めての体験であり、異世界との出会いでした。」など、印
象に残る感想が多くありました。
　ツアーを受け入れたり、ツアーで出会ったりした人たちからも、「羅臼の良さを再発見す
る機会となった。」、「羅臼の当たり前がソトから来た人にとっては、とても新鮮であること
がよくわかった。来てくれてありがとう。」など言葉を掛けてもらいました。まだまだ関係
人口拡大に向けた取組は始まったばかりですが、羅臼だからこそできるプログラムは、まだ
まだ開発できるはずです。それは、きっと羅臼と出会った人やつながった人、羅臼のファン
になった人たちとの強い関係が羅臼への新しい化学反応を起こしてくれると思います。今回
だって、「羅臼のためにできることは何でもやるよ。」という言葉を多くもらいました。新た
な展開の火付け役とまではなっていないかもしれませんが、引き続き展開されるだろう取組
が楽しみです…ワクワクがますますつながっていきますように。

　羅臼に来た日のことを昨日のように思いますが、今月末をもって活動が終了となります。
羅臼町の魅力を発信するため、町のあちこちに出向き多くの経験を積ませてもらいました。
羅臼の人にとって当たり前のことが、僕にとって（ソトから来た人にとって）は新鮮なこ
と、面白いことが数多くありました。中でも羅臼昆布の作業体験や各種船からの作業見学撮
影は、自分自身にとっても情報の受け手にとっても響くコンテンツとなりました。また、取
材先のほとんどは、初めましてという状況の中でも「一本持ってくか。」、「家で食べてみな。」
と声を掛けてくださり、羅臼の中に入った温かさを感じることが何度もありました。もちろ
ん「帰れ。そこから入るな。」、「役場であんたなんか見たことない。」と取材できなかったこ
とも何度もありました。でも、今思えば日本の最果てだからこそ、色濃く残り続ける文化が
あり、こういう人たちが守ってきたのだと思うように変わりました。羅臼の魅力は、一度で
体感できないからこそ、どういう情報をどういうカタチで届けるのか考え、届けてきたつも
りです。羅臼のことを好きになった3000人以上のファンの増加や羅臼とつながりたい企業
との連携など、関係人口拡大に向けた取組が始まるきっかけづくりにはなれたように思いま
す。もちろん微力ではありますが…
　この２年間で羅臼のことがぐるっとつながり、羅臼の魅力をきちんと届けられる『関係人
口』の１人として、今後も羅臼のためにできることは引き続きしていきたいと思います。
　お世話になった皆さん、本当にありがとうございました。また、どこかで会いましょう。

羅臼町地域おこし協力隊　大石  陽介

Last Rebirth Rausu
～地域おこし協力隊として　羅臼の魅力を全国へ～～地域おこし協力隊として　羅臼の魅力を全国へ～

羅臼のふつう？まるごと体感ツアー羅臼のふつう？まるごと体感ツアー
『つなぐ・つながる・かかわる『つなぐ・つながる・かかわる～知床羅臼町～～知床羅臼町～』を開催』を開催

【最後の挨拶】皆様には大変お世話になりました【最後の挨拶】皆様には大変お世話になりました－「さらばラウスよ」－－「さらばラウスよ」－

旅のしおり
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町
で
は
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
町
民
や
団
体
が
自
ら
の
意
思
で
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
実
践
し
て
い
る

方
々
を
中
心
に
取
り
上
げ
掲
載
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
も
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
ご
参
加
下
さ
い
！

　
第
15
回
目
と
な
る
北

方
領
土
返
還
祈
願
が
今

年
も
羅
臼
国
後
展
望
塔

に
お
い
て
行
わ
れ
、
会

場
に
は
約
30
名
の
関
係

者
や
町
民
が
集
ま
り
ま

し
た
。
日
の
出
時
刻
の
午
前
６
時
30

分
か
ら
北
方
領
土
へ
の
想
い
を
込
め

た
詩
吟
披
露
や
３
世
代
に
わ
た
る

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
同
日
に
根
室
市
で
開
催
さ

れ
た
根
室
管
内
住
民
大
会
で
は
、
羅

臼
町
か
ら
30
名
が
参
加
さ
れ
、
北
方

領
土
問
題
の
早
期
解
決
に
向
け
、
熱

い
想
い
を
届
け
て
き
ま
し
た
。

　
同
大
会
の
第
２
部
で
は
、
根
室
管

内
中
学
生
に
よ
る
弁
論
発
表
が
行
わ

れ
、
知
床
未
来
中
学
校
３
年
敦
賀
柚
樹
さ
ん
が
北
隣
協
会
長

賞
を
受
賞
、
本
間
結
衣
さ
ん
が
佳
良
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
弁
士
を
務
め
た
２
名
に
つ
い
て
は
、
９
月
に
実
施
さ
れ

た
北
方
四
島
交
流
訪
問
事
業
（
青
少
年
）
に
参
加
し
、
国
後

島
を
訪
問
。
事
業
に
参
加
し
て
感
じ
た
こ
と
や
現
地
で
出

会
っ
た
ロ
シ
ア
人
に
対
す
る
思
い
等
、
弁
論
大
会
の
場
で
自

分
達
の
言
葉
で
発
表
さ
れ
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　
羅
臼
幼
稚
園
年
長
組
と
羅
臼
小
学
校

５
年
生
に
よ
る
児
童
・
生
徒
交
流
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　
羅
臼
小
学
校
５
年
生
は
、
ユ
ネ
ス
コ

ス
ク
ー
ル
で
発
表
し
た
内
容
を
園
児
向

け
に
ア
レ
ン
ジ
し
、
羅
臼
昆
布
に
ち
な
ん
だ
ク
イ
ズ

を
出
題
。「
昆
布
の
仕
事
を
し
て
い
る
人
は
町
内
に

何
人
い
る
で
し
ょ
う
か
」「
羅
臼
の
ど
こ
を
き
れ
い

に
す
る
と
昆
布
は
育
つ
で
し
ょ
う
か
」
と
小
学
生
が

自
分
達
で
考
え
た

ク
イ
ズ
を
読
み
上

げ
、
答
え
だ
と
思

う
選
択
肢
に
園
児

達
は
元
気
よ
く
手

を
あ
げ
、
正
解
す

る
と
ガ
ッ
ツ
ポ
ー

ズ
を
き
め
、
楽
し

ん
で
い
る
様
子
が

伺
え
ま
し
た
。

　
最
後
は
、
感
謝

の
気
持
ち
を
込
め

て
園
児
達
か
ら
温

か
な
拍
手
が
送
ら

れ
、
交
流
会
は
終

了
し
ま
し
た
。

２月７日㈮

２月５日㈬

北
方
領
土
の
日

羅
臼
昆
布
を
分
か
り
や
す
く

～
羅
幼
・
羅
小
交
流
事
業
～

25
年
ぶ
り
に
更
新
配
備

～
第
６
分
団
積
載
車
～

　
羅
臼
消
防
団
第
６
分
団
（
峯
浜

町
）
へ
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載

車
が
更
新
配
備
さ
れ
、
羅
臼
神
社

に
お
い
て
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
既
存
車
両
は
購
入
か
ら
25
年
が
経
過
し
、
老

朽
化
し
て
い

る
こ
と
か

ら
こ
の
度
の

更
新
配
備
と

な
り
ま
し

た
。
消
火
装

備
は
も
ち
ろ

ん
人
命
救
助

資
機
材
を
搭

載
し
た
車
両

と
な
っ
て
お

り
、
今
後
の

幅
広
い
災
害

活
動
に
活
躍

し
、
地
域
防

災
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
く
れ

る
存
在
と
な

り
そ
う
で
す
。

１月18日㈯

参加者全員によるシュプレヒコール参加者全員によるシュプレヒコール詩吟披露の様子詩吟披露の様子



13 「国民の総意で呼び戻そう！北方領土」

　
羅
臼
町
教
育
委
員
会
、
羅
臼
漁
業
協
同
組
合
、
羅

臼
高
校
が
取
り
組
む
第
35
次
高
校
生
の
水
産
教
室
専

科
生
の
佐
藤
大
誠
さ
ん
、
松
田
真
武
輝
さ
ん
の
２
名

が
２
月
８
日
（
土
）
に
実
施
さ
れ
た
潜
水
士
試
験
を

受
験
し
、
見
事
合
格
し
ま
し
た
。

　
潜
水
士
の
試
験
は
、
労
働
安
全
衛
生
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
潜

水
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
に
必
要
と
さ
れ
る
国
家
資
格
と
さ
れ

て
お
り
、
仕
事
と
し
て
水
中
に
潜
る
時
に
必
要
と
さ
れ
る
資
格
と

な
り
ま
す
。
試
験
内
容
は
潜
水
業
務
、
送
気
・
潜
降
及
び
浮
上
、

高
気
圧
障
害
、
関
係
法
令
の
４
つ
の
学
科
の
筆
記
試
験
か
ら
な
り
、

試
験
に
向
け
て
事
前
学
習
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
60
年
度
か
ら
は
じ
ま
っ
た
水
産
教
室
で
す
が
、
近
年
は
、

漁
業
の
不
振
が
続
く
た
め
履
修
生
徒
で
す
ら
漁
業
関
連
に
就
職
し

な
い
と
い
う
現
状
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
に
つ
い
て
は
、
漁

業
を
中
心
に
観
光
業
や
商
工
業
な
ど
町
の
幅
広
い
産
業
を
学
ぶ
産

業
教
室
と
し
て
展
開
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も

特
色
あ
る
取
り
組
み
と

し
て
注
目
さ
れ
る
「
ス

キ
ュ
ー
バ
ー
ダ
イ
ビ
ン
グ

ラ
イ
セ
ン
ス
」
の
資
格
取

得
と
併
せ
、
実
践
の
場
で

活
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
国
家
資
格
「
潜
水

士
」
取
得
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

新
た
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
た
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
か

ら
２
名
の
国
家
資
格
取
得

に
つ
な
が
り
、
今
後
の
水

産
教
室
の
発
展
が
期
待
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

２月17日㈪

　
北
方
領
土
問
題
の
早
期
解
決
に
向
け

て
「
北
方
領
土
の
日
」
特
別
啓
発
期
間

に
お
い
て
北
方
領
土
返
還
要
求
署
名
活

動
を
千
島
歯
舞
諸
島
居
住
者
連
盟
羅
臼

支
部
、
羅
臼
町
の
共
催
で
実
施
し
ま
し

た
。

　
会
場
と
な
っ
た
道
の
駅
知
床
・
ら
う
す
に
は
、
バ

ス
ツ
ア
ー
客
が
数
多
く
集
い
、
短
い
時
間
で
は
あ
り

ま
し
た
が
多
く
の
署
名
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
北
方
領
土
返
還
要
求
署
名
活
動
は
、
冬
期
の
特
別

啓
発
期
間
の
ほ
か
、
夏
期
の
お
盆
時
期
に
も
実
施
し

て
い
ま
す
の
で
、
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
原
点
の

地
の
住
民
と
し
て
、
協
力
頂
け
る
と
幸
い
で
す
。

羅
臼
高
校
水
産
教
室
専
科
生

国
家
資
格「
潜
水
士
」取
得

特
別
啓
発
期
間

２月17日㈪

北方領土返還要求運動原点の地から北方領土返還要求運動原点の地から

2020「北方領土の日」根室管内住民大会2020「北方領土の日」根室管内住民大会

知床未来中学校　本間結衣さん知床未来中学校　本間結衣さん 知床未来中学校　敦賀柚樹さん知床未来中学校　敦賀柚樹さん
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１
０
０
歳
の
お
誕
生
日

を
迎
え
た
中
谷
清
三
郎
さ

ん
が
内
閣
総
理
大
臣
か
ら

長
寿
の
お
祝
い
が
贈
ら
れ
、

町
長
よ
り
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
ご
家
族
に
囲
ま
れ
な
が
ら

１
０
０
歳
の
お
祝
い
が
行
わ
れ
、
桃
色

の
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
に
着
替
え
た
中
谷

さ
ん
か
ら
は
喜
び
の
言
葉
が
伝
え
ら
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
元
気
い
っ
ぱ
い
長
生
き

し
て
く
だ
さ
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
で
、
マ
ス
ク
不
足
が
町

内
で
も
深
刻
化
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
ヤ
マ
モ
ト
フ
ァ
ー

マ
シ
ー
（
根
室
市
）
か
ら
羅
臼

町
へ
幼
児
用
マ
ス
ク
１
，
５
６
０
枚
の
寄
付

が
あ
り
ま
し
た
。

　
寄
付
さ
れ
た
幼
児
用
マ
ス
ク
に
つ
い
て
は
、

幼
稚
園
児
を
対
象
に
各
家
庭
へ
配
布
し
、
マ

ス
ク
が
届
い
た
家
庭
か
ら
は
感
謝
の
声
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ご
寄
付
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

幼
児
用
マ
ス
ク
を
町
へ
寄
付

百
寿
の
お
祝
い

～
家
族
に
囲
ま
れ
笑
顔
溢
れ
る
～

３月２日㈪３月６日㈮

　
昨
年
９
月
に
開
催
さ
れ
た
全
道
大
会
で
金
賞
に
輝
き
全

国
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
た
知
床
ブ
ル
ー
イ
ー
グ
ル
ス
。

神
奈
川
県
民
ホ
ー
ル
を
会
場
に
行
わ
れ
た
第
19
回
マ
ー
チ

ン
グ
ス
テ
ー
ジ
全
国
大
会
で
６
団
体
出
場
す
る
な
か
、
講

評
者
特
別
賞
の
大
会
最
高
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー

の
方
か
ら
は
、

「
こ
れ
か
ら
も

地
域
の
方
々
に

楽
し
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
な
演

奏
が
出
来
る
よ

う
、
引
き
続
き

活
動
し
て
い
き

た
い
」
と
抱
負

が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　
全
国
の
舞
台

で
素
敵
な
演
奏

を
披
露
さ
れ
た

知
床
ブ
ル
ー

イ
ー
グ
ル
ス
の

皆
さ
ん
に
大
き

な
拍
手
を
送
り

た
い
と
思
い
ま

す
。
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

知
床
ブ
ル
ー
イ
ー
グ
ル
ス

全
国
大
会　
最
高
賞
受
賞

２月22日㈯･23日㈰



15 「国民の総意で呼び戻そう！北方領土」

≪お問合せ先≫　役場税務財政課　TEL87－2113

「納税は、お済みですか？」
　令和元年度の各町税（第１期～第４期）及び国保税（第１期～第９期）
の納期が過ぎました。
　まだ、完納されていない方は、遅れた日数に応じて、延滞金が加算される
場合がありますので、早急に納税してください。
「釧路・根室広域地方税滞納整理機構への移管について」
　町税及び国保税を滞納している方の中で、「納税誓約を守らない」「納税折衝に応じない」「督促
や催告を無視する」など悪質な方等について、「釧路・根室広域地方税滞納整理機構」に滞納分の
徴収を移管する準備をしております。
「税の公平性を保つために」
　滞納整理機構への移管も含め、町独自でも、預貯金や給与、生命保険等の差押えを行い、税の
公平性や町の財源を確保するよう努めております。
「納税相談の実施」
　やむを得ない事情により、納めることが困難な方は、早急に納税相談をしてください。

〈休日窓口〉　３月29日㈰　午前９時～午後５時まで
〈夜間窓口〉　３月30日㈪　午後７時まで

　国勢調査は、日本の未来を
つくるために必要な、大切な
調査です。
　国や地方公共団体が正確な
統計に基づいて、公正で効率
的な行政を行うためには、日
本に住むすべての人・世帯に
漏れなく、正確な回答をして
いただく必要があります。
　令和２年国勢調査へのご協
力・ご支援をお願いします。

【３月の夜間・休日窓口】

日本国内に住む
すべての人と世帯が対象です

《お問い合わせ先》
●札幌らうす会　事務局� sapporo_rausukai@yahoo.co.jp
●東京らうす会　事務局� rausu@tokyo-rausu.jp
●故郷らうす協力会　事務局� 産業創生課�TEL：0153-87-2126

会員募集� 令和２年10月１日に

国勢調査国勢調査を
実施します

札幌らうす会
東京らうす会
　『札幌らうす会』『東京らうす会』は、各地域に住む羅
臼町出身者や羅臼町を応援していただける方で構成され、
生まれ育った羅臼を応援したい、羅臼の方達と交流を図
りたいとの思いから、各イベントでのＰＲ活動や交流会
など様々な活動に取り組まれています。
　近年は、羅臼町からどなたが移住してきているのか分
からないため、お声掛けもできず会員不足に悩まされて
おり、事業の実施が厳しくなってきています。
　皆様のご家族やご友人で札幌・東京近郊にお住まいの
方がいらっしゃいましたら、ぜひ紹介いただき羅臼を応
援する『らうす会』の輪を広めていただけませんか。
　また、両会と連携する地元の組織として『故

ふる

郷
さと

らうす
協力会』も広報の送付や各会の総会へ参加し交流・情報
交換などの活動をしています。故郷らうす協力会へもぜ
ひご参加いただければと思います。
　ご紹介いただける場合は、各会へ直接ご連絡いただく
か、産業創生課（故郷らうす協力会）でも受け付けてお
りますので、気兼ねなくご連絡ください。



編集／羅臼町 企画振興課 企画振興係
　　　〒086-1892 目梨郡羅臼町栄町100番地83
　　　☎0153-87-2114
　　　http://www.rausu-town.jp/世界自然遺産のまち・知床羅臼町

編集後記

わたくしたちは、雄大な知床連峰と、オホーツ
クの海原の大自然にはぐくまれた、羅臼の町民
です。
●自然を愛し先人の強い意志をうけつぎます。
●健康で明るくたのしい家庭をつくります。
●教養を高め、豊かな情操を育てます。
●仕事に誇りをもち、はたらく喜びに生きます。
●子どもたちの夢と、若い力を育てます。

人 の 動 き 羅臼町民憲章
（昭和45年9月15日制定公示）

　
俳
句
同
好
会
「
羅
臼
い
さ
り
火
吟
社
」
で
は
投
句
を

募
集
致
し
ま
す
。
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を

明
記
し
送
付
し
て
い
た
だ
く
か
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

　
　
〒
０
８
６
―
１
８
２
３　
羅
臼
町
栄
町

羅
臼
い
さ
り
火
吟
社　
宮　
腰　
　
　
實

（
電
話
０
１
５
３
―
８
７
―
３
７
５
８
）

赤ちゃん誕生おくやみ申し上げます （敬称略）（敬称略）（敬称略）

　今年度、最後の広報誌発行となりました。これまで取材
にご協力頂いた皆さんありがとうございます。
　今年に入り、新型コロナウイルス感染症が世界的に話題
となり、ニュース番組等では連日、報道が後を絶ちません。
北海道内の感染者も多く、少し外出することにすら危険を
感じています。感染しないことが重要ですが、感染してし
まったときのためにも、体力をつけ、免疫力を高めて、も
しもの時に備えたいと思います。（Ａ）

■広報らうす�令和２年３月号

３月例会句
令和２年３月

時
間
と
は
何
か
と
質
す
冬
銀
河	

悠　

羅

先
行
の
尾
灯
も
見
せ
ず
雪
し
ま
く	

鹿　

山

寒
月
や
大
樹
を
打
て
る
鹿
の
角	

泥　

舟

老
い
ら
く
の
埋
火
秘
め
て
枯
れ
桜	

羅　

牛

人
知
れ
ず
落
暉
に
燃
え
る
枯
桜	

英　

美

光
浴
び
金
箔
広
げ
た
冬
の
海	

こ
ず
え

令和２年２月末現在　（　）内は令和２年１月末対比
人口　4,897人　（－� 6）　男　2,431人（－� 4）
世帯　2,077世帯（＋� 7）　女　2,466人（－� 2）
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